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「才能」か「努力」か！？ 

校長 松本 雅史  
 

先週
せんしゅう

の金曜日
きんようび

は、３年生
ねんせい

が五
ご

小
しょう

灯
あか

りまつりを 行
おこな

ってくれました。 

１００を超
こ

える地口
じ ぐ ち

行灯
あんどん

が、校庭
こうてい

にゆらめく美
うつく

しく優
やさ

しい光
ひかり

に思
おも

わずうっとりしました。それぞれの灯
とう

篭
ろう

には、趣向
しゅこう

を凝
こ

らしたしゃれ

が書
か

かれていて、一つ一つとても見
み

応
ごた

えがありました。街
まち

のイルミネ

ーションもいいけれど、こうしたろうそくの優
やさ

しい光
ひかり

もしみじみとし

ていいものだなと思
おも

いました。３年生
ねんせい

の皆
みな

さん、本当
ほんとう

にありがとうご

ざいました。 

さて、話
はなし

は変
か

わりますが、「才能
さいのう

」という言葉
こ と ば

を皆
みな

さんは知
し

ってい

ますね。「君
きみ

は頭
あたま

がいいね、算数
さんすう

の才能
さいのう

があるよ」とか「音楽
おんがく

の才能
さいのう

が

あるよ」「才能
さいのう

を伸
の

ばそう」というふうに使
つか

います。もともと生
う

まれ

ながらに持
も

っている 力
ちから

のことをいうようです。そりゃ、人
ひと

はそれぞれ

ですから、誰
だれ

でも他人
た に ん

よりちょっとよかったり、ちょっと苦手
に が て

だった

りということはあって当然
とうぜん

ですね。 

才能
さいのう

とよく引
ひ

き合
あ

いに出
だ

されるのが「努力
どりょく

」です。この「努力
どりょく

」をす

るしないは個人
こ じ ん

の自由
じ ゆ う

です。そこで、質問
しつもん

です。 

Ａ「もともと持っている才能
さいのう

が一番
いちばん

大事
だ い じ

で、努力
どりょく

によってそれほど変
か

わるものではない」 

Ｂ「才能
さいのう

というものは、実
じつ

は大
たい

したことはなくて、努力
どりょく

こそがその人
ひと

を伸
の

ばす」 



皆
みな

さんは、どちらの考
かんが

えに近
ちか

いですか？ 

今日
き ょ う

は、どちらの考
かんが

え方
かた

が正
ただ

しいのかという話
はなし

ではありません。

どちらの考
かんが

え方
かた

を持
も

つかによって、その人
ひと

の未来
み ら い

が大
おお

きく変
か

わってく

るというお話
はなし

です。 

例
たと

えば、パズルをするとしましょう。始
はじ

めに誰
だれ

でもできそうなもの

をやってみて、だんだん難
むずか

しくしていきます。Ａの人とＢの人とでは、

行動
こうどう

に違
ちが

いが出
で

てきます。いよいよ難
むずか

しい問題
もんだい

と出合
で あ

った時
とき

、Ａの人
ひと

は、「こんなことをしても意味
い み

はないよ」とあっさりとあきらめてし

まいます。それに対
たい

してＢの人
ひと

は「難
むずか

しい問題
もんだい

って大好
だ い す

きだ！これを

やるときっと頭
あたま

がよくなるよ」と粘
ねば

り強
づよ

く考
かんが

えました。Ａの人
ひと

は「や

らない」という道
みち

を選
えら

び、Ｂの人
ひと

は「挑戦
ちょうせん

を楽
たの

しむ」という道
みち

を選
えら

び

ました。 

Ａの人
ひと

は、自分
じ ぶ ん

の能力
のうりょく

は固定的
こていてき

で変
か

わらないと思
おも

っていますから、

自分
じ ぶ ん

ができることを繰
く

り返
かえ

し証明
しょうめい

しないといられません。この人
ひと

は、

人
ひと

より優
すぐ

れていると思
おも

うことで安心
あんしん

します。そして、優
すぐ

れていること

で、人
ひと

から尊敬
そんけい

され大切
たいせつ

にされることを期待
き た い

します。この人
ひと

にとって、

失敗
しっぱい

はそれこそ一大事
いちだいじ

です。できない人
ひと

と思
おも

われてしまいます。この人
ひと

にとって失敗
しっぱい

は、時
とき

に全
すべ

てを失
うしな

うことにもなってしまいます。だから、

だんだん挑戦
ちょうせん

しなくなります。したとしても、自分
じ ぶ ん

のできる範囲
は ん い

の中
なか

での挑戦
ちょうせん

しかしません。 



それに対
たい

して、Ｂの人
ひと

は、努力
どりょく

すれば人
ひと

はいくらでも伸
の

びると信
しん

じ

ていますから、失敗
しっぱい

しても落
お

ち込
こ

んだりしません。つまずきを失敗
しっぱい

と

は考
かんが

えず、何
なに

かを学
まな

び取
と

るチャンスだと思
おも

っています。 

スタートは一緒
いっしょ

でも、Ａの考
かんが

えで生きるか、Ｂの考
かんが

えで生
い

きるか

で、未来
み ら い

が大
おお

きく変
か

わってきてしまいます。 

自分
じ ぶ ん

がＡタイプかＢタイプかは、こんな時
とき

にはっきり出
で

ます。ちょ

っと友達
ともだち

にそっけなくされたり、先生
せんせい

や親
おや

から注意
ちゅうい

されたり、思
おも

うよ

うな成績
せいせき

でなかったり、何
なに

かに失敗
しっぱい

してしまったり・・・ 

Ａの人
ひと

は、こうしたことごとくに落
お

ち込
こ

み怒
おこ

ります。そして、自分
じ ぶ ん

は

だめだと落
お

ち込
こ

んだり、「あの人
ひと

が悪
わる

い」「あの人
ひと

は分
わ

かってくれな

い」と相手
あ い て

を責
せ

めたりしてしまいます。Ｂの人
ひと

は、少 々
しょうしょう

落
お

ち込
こ

むこ

とはあっても、何
なに

を気
き

をつければいいか分
わ

かったからもう失敗
しっぱい

しない

ようにしようと、前向
ま え む

きになれます。自分
じ ぶ ん

をだめだなんて決
き

めつけた

り、あきらめたりしないで、失敗
しっぱい

を恐
おそ

れず努力
どりょく

を続
つづ

けていくのです。 

担任
たんにん

の先生
せんせい

は、皆
みな

さんに「勇気
ゆ う き

を持
も

って挑戦
ちょうせん

しよう」とか「失敗
しっぱい

す

ることを恐
おそ

れるな！失敗
しっぱい

を恐
おそ

れて挑 戦
ちょうせん

しない方
ほう

が失敗
しっぱい

だ！」というこ

とを繰
く

り返
かえ

し繰
く

り返
かえ

し教
おし

えてくれていることと思
おも

います。それは、人
ひと

は

努力
どりょく

次第
し だ い

でいくらでも未来
み ら い

を切
き

り開
ひら

いていけると、一人一人
ひ と り ひ と り

に無限
む げ ん

の

可能性
かのうせい

を感
かん

じているからだと思
おも

います。自分
じ ぶ ん

の可能性
かのうせい

を一番
いちばん

信
しん

じなく

てはいけないのは、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

です。２学期
が っ き

もいよいよまとめに時期
じ き

に入
はい

ります。ラストスパートにふさわしい挑 戦
ちょうせん

をしてまいりましょう。 


